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No.03「化学」×「地理」 

【授業者】谷地祐介（理科），小島欣幸（地歴公民科） 

【対 象】環境科学科 3年 I組「理数化学」選択生 

【日 時】令和 7年 9月 1日（月） 

【テーマ】地理からも考えるカルシウム化合物 

【内 容】第 12回科学の甲子園全国大会筆記競技の問題を参考に，石灰石（limestone）

について化学と地理の両視点から考えました。本時の目標等を確認した後，生徒は英文で

書かれた資料を読み，チームで協力しながら問いに答えました。その後，それぞれの問い

に対して化学と地理の両視点から交互に解説を行いました。途中，地歴公民科の教員によ

る演示実験も行いました。授業の最後には「HIMAWARI」を用いて，振り返りを行いまし

た。 

授業者二人が授業前に定めた目標は， 

(1) 学ぶことの本来の面白さを再認識させ，大学受験に向けて勢いをつける。 

(2) そのためにまず授業者二人が楽しむ！ 

(3) 化学パートと地理パートに分断せず，化学→地理→化学→地理→…と融合した形を目

指す。 

(4) 準備に時間をかけ過ぎない。 

でしたが，すべて達成することができたと思います。無機化学は単調になりがちなので，

たまにこういう形で実生活とのつながりをダイレクトに伝える必要があると思いました。

授業ではこれに使われていて…みたいな話はしますが，やはり他教科の先生の話にはかな

わないなと…。生徒がチームで協力する姿勢はいつも通り素晴らしかったと思います。 

【生徒の感想】 

■ 化学と地理がこんな結びつきがあるなんど驚きでした。イギリスの地理も覚えやすくな

り，CaCO3の化学式も覚えやすくなりました！ 

■ 英語だけ読めても，化学だけわかっていても完璧に解ききることができなくて面白かっ

た。化学，英語から地理的な歴史を知ることができて良かった。 

■ そんなに複雑な化学式でなくても，身のまわりのことが説明できることが楽しかったの

で，もっとしっかり化学を勉強しようと思った。 

■ 教科等横断型授業を受けることで，身近なものと各教科のつながりを感じられるように

なっている。 
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【HIMAWARIの結果】 

項目①～⑧は以下の資質・能力を示している。 

①向上心（探究心），②課題発見力，③言語表現力【資料】，④言語表現力【発表】 

⑤先を読む力，⑥読解力（情報収集力），⑦協働性，⑧課題解決力 

（詳細は KOYO-3Sルーブリック「HIMAWARI」を参照） 
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【授業で使用したプリントの一部】 

 

 

 

 


